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令和 2年度の海部会の活動進捗報告 
 

 海部会の課題と今年度の活動目標 

海部会で抽出された課題と今年度の活動目標を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和元年度全体会議より  

 

 

 今年度の活動実績 

活動内容 日時 場所 議題 

第 43回ＷＧ（西尾市） 

27名参加 

(内オンライン参加 4名) 

7月 20日（月） 

13:00-15:30 

西尾市役所会議棟 

2F第 4会議室 

・令和元年度までの活動進捗報告と

今年度の活動目標 

・第 1回勉強会(バスツアー)の内容 

・話題提供：アサリ漁業の現状 

第 44回ＷＧ（西尾市） 

22名参加 

(内オンライン参加 1名) 

9月 15日（火） 

14:00-16:10 

西尾市役所会議棟 

2F第 4会議室 

・佐久島における取り組みについて 

・10 年誌「矢作川流域年表を読み解

く」及び「座談会」の報告 

第 45回ＷＧ(西尾市佐久

島) 

16名参加 

10月 27日（火） 

11:00-18:00 
西尾市佐久島 ・佐久島の現地視察及び話し合い 

「まとめの会」(西尾市) 

名参加 

(内オンライン参加 名) 

12月 15日（火） 

14:00-16:00 

西尾市役所会議棟 

2F第 2会議室 

・今年度のふりかえり 

・次年度の活動計画設定 

※参加人数は事務局含む

＜課題＞ ＜今年度の活動目標＞ 

・ごみの質も以前とは変化している。特にマイクロプラスチックの

問題は、拾って処分できるものではないため、最新の情報を共有す

る。 

・アサリをはじめとする三河湾の生物資源回復に向けた具体的な

取り組みに関する意見交換と、「きれいな海＝豊かな海」ではない

という認識の周知を行う。 

・海の生き物に触れ合うことによる上下流連携をめざす。 

・土砂移動に関する情報共有を行う。 

ごみの問題 

豊かな海の再生に 

向けた取り組み 

海と人の絆再生 

046841
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 海部会 令和 2年度の活動成果 まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみの問題             

・西尾市佐久島を訪れ、海岸における漂着ご

みの現状やごみ問題の啓発について、現地

視察および意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな海の再生に向けた取り組み   

・吉田漁業協同組合の石川組合長より、矢作

川浄化センターにおける窒素・リンなどの

計測結果と、アサリ・ノリの現状について、

ご説明いただいた。 

・西三河野鳥の会の髙橋氏より、佐久島の鳥

類の生息状況と環境の変化について、ご説

明いただいた。 

 

 

 

 

海と人の絆再生           

・市民部会が進めていた第 1 回勉強会(バス

ツアー)について、海部会が担当する矢作

川浄化センターと吉田海岸の内容を計画

した。 

・西尾市佐久島で有限会社オフィス・マッチ

ング・モウルの内藤美和氏や西尾市の三矢

由紀子氏に、佐久島のアート作品や佐久島

の取り組みついて、ご説明いただいた。 

 

 

 

 

 

佐久島の海岸での漂着ごみ拾い 

石川組合長による話題提供 

髙橋氏による話題提供 

内藤氏による説明 
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 活動進捗報告 

 ごみの問題 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

《ごみ問題での課題の共有》 

西尾市佐久島を訪れ、海岸における漂着ごみの現状やごみ問題の啓発について、話し合いを

行うとともに、現地視察を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知・川の会の近藤朗氏より、四日市大学が実施した伊勢湾・三河湾におけるマイクロプラ

スチックの調査結果の概要について、情報をご説明いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

○ごみの質も以前とは変化している。特にマイクロプラスチックの問題は、拾って処分で

きるものではないため、最新の情報を共有する。 

≪進捗状況≫ 

・全国川ごみネットワークが作成している川ごみ用の BINGO カードを使って、佐久島の白

浜でごみ拾いを行った。ごみ問題に関する普及啓発ツールとしての有用性を学んだ。 

・伊勢湾・三河湾の調査では、30×30×5cmの狭い範囲で、60000個を超えるマイクロプラ

スチックが確認されたことを共有し、環境や生物への影響について、話し合いを行った。 

佐久島における漂着ごみの調査風景 
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 豊かな海の再生に向けた取り組み 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

海部会メンバーの吉田漁業協同組合の石川甚右衛門氏より、矢作川浄化センター放流口～放

流先海域における窒素・リンなどの計測結果と、アサリ・ノリの現状について、ご説明いただ

いた。 

 
○一色干潟でのアサリは、ほぼ皆無の状況。砂場だと稚貝を放流しても姿を消してしまい、春

には 1 個のアサリを探すのも大変な状況だった。一方、渥美湾ではアサリが生息している。

この違いは、流入する栄養分の差によると考えている。 

○増量放流の結果、リンの値は目標値を達成してきている。しかし、クロロフィル aの濃度は

低いことから、アサリの餌となるプランクトンは、少ない状況である。かろうじてハマグリ

が、全浜で増えてきている。 

○窒素は目標値を下回っており、ノリの質が悪い状況が続いている。 

○現在の栄養状態で、一色干潟の漁獲を蘇らせるのは数値的に至難の業である。窒素やクロロ

フィル aの濃度が上がり、貝たちが生息できる漁場になることを期待したい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

西三河野鳥の会の髙橋伸夫氏より、佐久島に生息する鳥類について、ご説明いただき、環境

と鳥類の変化について、意見交換を行った。 

 
○チドリ類の数が多い。その中でも、ダイゼンは、愛知県の中で佐久島が最も数が多い。 

○ミヤコドリは、佐久島を代表する昔から生息する鳥。 

○ウグイスの数も多い。人口が減って、畑がなくなり、ササが増えた後、2000年あたりからウ

グイスが増えてきた。2015 年の調査では、愛知県 22ヵ所の中で佐久島が最も多い。 

○佐久島はあまり環境が変わっていないので、昔ながらの鳥がまだ見られる。 

○キアシシギ等の水鳥が渡り期に見られなくなったが、餌の減少に関係しているかもしれない。 

  

【今年度の活動目標】 

○アサリをはじめとする三河湾の生物資源回復に向けた具体的な取り組みに関する意見交換

と、「きれいな海＝豊かな海」ではないという認識の周知を行う。 

≪進捗状況≫ 

・栄養塩類の変化と、貝類・ノリの現状から、貝類等が良好に生育できる漁場となるため

に、窒素やクロロフィル aの濃度増加が必要であることを認識した。 

・西尾市佐久島では、昔から生息する鳥類が現在も見られる貴重な場所である。しかし、

近年水鳥の仲間が減少しており、餌の減少が関係している可能性があることを共有した。 
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 海と人の絆再生 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

市民部会が進めているバスツアーについて、海部会が担当する矢作川浄化センターと吉田海岸

の内容を協議し、以下の内容が決まった。 

 

【矢作川浄化センター】 

○2 日目（9月 8日）に、60分程度の解説を予定。 

○解説のテーマを明確にするため、事前に矢作川浄化センターとの調整を行う。 

【吉田海岸】 

○2 日目（9月 8日）に、90分程度の解説を予定。 

○海の生き物の話、アサリの状況などについて、海部会から説明する。 

 

 

 

西尾市佐久島で有限会社オフィス・マッチング・モウルの内藤美和氏や西尾市の三矢由紀子氏

に、佐久島のアート作品や佐久島の取り組みついて、ご説明いただき、矢作川流域の交流手法に

ついて、視察を行った。 

 

【アート作品】 

○カモメの駐車場は、風に向かって方向を変えるカモメの造形から、目には見えない佐久島の

風の様子を感じることができる。 

○おひるねハウスは、部屋に入り、海の方を向くと、自分だけの切り取られた風景を楽しむこ

とができる人気スポット。 

【滞在型農業体験施設】 

○佐久島クラインガルデンは、離島では全国初の「滞在型農業体験施設」であり、家の前の畑

を耕作することを条件に、名古屋市など都市の方々が滞在し、農業を体験できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

○海の生き物に触れ合うことによる上下流連携をめざす。 

○土砂移動に関する情報共有を行う。 

≪進捗状況≫ 

・第 1回勉強会(バスツアー)について、吉田海岸でアサリや野鳥の情報共有を計画した。 

・西尾市佐久島で自然科学を取り込んだアート作品や、滞在型農業体験施設を視察し、三

河湾と河川域に住む住民との交流手法について、情報共有を行った。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次年度に順延が決定 

 

カモメの駐車場 おひるねハウス 佐久島クラインガルテン 
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 次年度の目標について 
次年度に向けた目標（活動計画）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜課題＞ ＜今年度の活動目標＞ 

・ごみの質も以前とは変化している。特にマイクロプラスチックの

問題は、拾って処分できるものではないため、最新の情報を共有す

る。 

・アサリをはじめとする三河湾の生物資源回復に向けた具体的な

取り組みに関する意見交換と、「きれいな海＝豊かな海」ではない

という認識の周知を行う。 

・海の生き物に触れ合うことによる上下流連携をめざす。 

・土砂移動に関する情報共有を行う。 

ごみの問題 

豊かな海の再生に 

向けた取り組み 

海と人の絆再生 
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